










〔研究目的〕 

 北東北,岩手県石鳥谷町,同県安代町,秋田県鹿角市の幼児,児童,生徒,さらに家族につい

て,それぞれの血清脂質動態と摂取食事の調査を行って来た。とくに摂取食事の調査には,

特別の関心を持ち可能な範囲の詳細なデータの集積と計算,そして分析を行っているが,そ

の基本は 3日間の摂取食事の内容の検討であった。しかし,自明のごとく,この程度の調査

では日常の生態学的状況,食品選択性を含めた食習慣を知ることは,その調査が緻密であっ

ても不十分である。そこで数年前より1歳 6ヵ月児を対象に摂食行動の固定行動型を知る

目的もあり(両親,家族の絶大な協力により),1 年間の与えた食品と子供が摂取した食品を

記載してもらう調査を行った。その調査は,なお,継続しているが,50 余例の結果から大部

分の食事担当者には,食品選択,調理に一定のサイクルがあり,その間隔は短い場合 3～4日,

長い場合でも 10 日間程度であることが明らかとなり,加えて季節食品との関連は現代では

極めて少ないことも判明した。そのような理由から家族的栄養調査に加え,7 日間の摂取食

品と血清脂質動態との関連を検討した。 


